
2次関数（1）　平行移動・対称移動・∬軸から切り取る線分

1，関数の「宰行移動の原理」と　r寿春草動の原理」を利用する方法

●塁塾望平行移動の原理
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ある放物線をッ軸に関して対称移動し，更にズ軸方向に3，プ軸方向に－2だけ平行移動すると，

放物線プ＝－2ズ2＋16ズ129に移った。もとの放物線の方程式を求めよ。

園逆に、移動後のプ＝－2糾1餌－29を摘方向に⊂］、畑方向に□平行移動して、

プ軸に関して対称移動すると、もとの放物線になるから、
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2．∬軸から切り取る線分

α＞0とする。放物線ノ＝α∬2＋あ∬＋C　と∬軸が

2点で交わる場合、その共有点の座標は、解の公式より
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である。このとき、放物線が∬軸から切り取る線分の長さは
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刑、邦を定数とし、朋＞0とする。2次関数ツ＝ズ2＋4，紹∬＋2形－1のグラフが点（1，－2）を通

るとき、次の問いに答えよ。

（1）形を桝の式で表せ。

（2）ズ軸から切り取る線分の長さが6であるとき、桝の値を求めよ。
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※対策編［4］に取り組もう！


